
GFX-750 実行画面（表示編）

2025年01月21日 FW11.24～
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GFX-750 実行画面

・レイヤの切り替え ・作業記録（色を塗った部分）の表示を
高さや速度といった情報に切り替え可能。

例）高さ表示を選択した場合
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GFX-750 実行画面

・レイヤの設定
・設定で色や最大・最小値を変更すること

ができる機能もある。
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GFX-750 実行画面

・レイヤの設定（高さ表示の場合）
・高さ（楕円体高）の範囲を設定できますが、
設定幅（上下の範囲）は1m以上です

※現在地の高さは診断メニューから確認できるので、
この高さが範囲に含まれるように設定します。
例）高度-24.52の場合、最小「-25」最大「-24」
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GFX-750 実行画面

・レイヤの設定（高さ表示の場合）

・色分けの分割数を設定でき、
最大24色に色分けが可能です

※最小分解能はファームウェアのバージョンによって
異なります。
・FW11.24以下：幅1mを最大24分割まで（約4.2㎝以上）

・FW12.20以上：幅1mを最大5分割まで（約20㎝以上）
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GFX-750 実行画面

・視点の切り替え

・トラクターの視点を切り替えることが
できる

ここを
タップ

→タップする度に視点が切り替わる
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GFX-750 実行画面

・表示方角の切り替え ・トラクターの進行方向に関わらず、
北が上になるように表示される

ここを
タップ

・もう一度タップするとトラクターの
進行方向が上になる
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GFX-750 実行画面

・表示倍率の切り替え

・拡大・縮小した表示画面を元の縮尺に戻
すことができる

ここを
タップ

・拡大・縮小は、2本の指でピンチ操作
（画面をつまむ、伸ばす動き）

拡大

縮小
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GFX-750 実行画面

・速度・目標ガイダンスラインからの距離の表示

速度

AB線（作業ライン）からの距離
この場合、右に1㎝ずれている

※測位情報から計算される為、トラクターに
表示される車速と異なる場合があります
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GFX-750 実行画面

・GNSSの受信状況の表示 ・GNSSの受信状況の概要が確認できる

ここを
タップ

・XFillの受信状況の概要が確認できる
（XFill機能を有効にしていない場合は表
示されません）
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GFX-750 実行画面

・xFillアイコンの表示

【xFill】
・無料で利用できる
・最長20分間
・徐々に精度が低下する

xFillとは
RTK、VRSを使用している場合に使えるサービスです。
一時的に補正情報が途絶えた際に、RTK補正情報の「代役」の
補正情報が衛星から提供され、作業を継続することができます。
障害物（樹木や建物）の影響を受ける場合があります。

【xFill Premium】
・有料ライセンスが必要（1年毎に更新）
・時間制限無し（電源を切るまで）
・精度の低下無し
・準備に15～60分程度かかる（RTKがFixした状態で）

xFillの準備が完了しました

xFillを使用中
タイマーは残り時間を示し
ています

xFill Premiumを使用中
※一度xFillが有効になった（上記タ
イマーが出た）後にxFill Premiumが
発動します

xFillの準備ができていません
しばらくすると準備完了に
なります

説明xFill アイコン
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GFX-750 実行画面

進行方向
車両の進行方向の方位角
（北を0°として時計回りに360°まで）

生産的 合計
境界線の内側の面積（複数ある場合は合計）
－ランドマークの非作業エリアの面積

スワス
現在地がAB線から何本目の線か
※A点を手前(B点を上)にしてR(右)  L(左)

エリア 合計
境界線の内側の面積（複数ある場合は合計）

進捗状況
作業記録を行った面積

進捗状況 合計
作業記録を行った面積/境界線の内側の面積
※境界線を未作成の場合は表示されない

・各種作業中ステータスの表示
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GFX-750 実行画面

生産的 有効
有効になっている境界線の内側の面積
－ランドマークの非作業エリアの面積

エリア 有効
有効になっている境界線の内側の面積

・各種作業中ステータスの表示

ここをタップすると
「合計」「有効」が切り替わる

有効になっている境界線は赤線で表示される

境界線の切り替えは を長押しで選択
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